
波
茶
よ
り
静
か
だ
っ
た
。
五
月
二
十
七
日
、
海
軍
記
念
日
だ
か
ら

友
軍
機
が
飛
来
す
る
か
と
頼
み
に
し
て
い
た
が
希
望
を
絶
た
れ
、

二
、
三
日
後
に
識
名
の
壕
へ
と
移
動
し
、
す
ぐ
患
者
の
付
き
添
し

て
武
富
へ
と
患
者
移
送
を
二
回
や
っ
た
。

二
回
目
の
と
き
に
三
時
間
で
行
け
る
路
を
十
二
時
間
も
砲
弾
の

中
を
さ
ま
よ
い
、
武
富
に
到
着
し
た
ら
壕
内
に
入
れ
な
い
ぐ
ら
い

患
者
が
多
い
の
で
び
っ
く
り
し
た
。

識
名
や
武
富
到
着
後
は
、
軽
傷
患
者
は
単
独
行
動
を
許
し
、
南

部
後
退
を
勤
め
、
生
存
見
込
み
の
な
い
患
者
は
衛
生
兵
が
処
置
し

た
の
で
患
者
の
数
が
減
少
し
て
い
っ
た
。

六
月
一
日
の
晩
、
米
須
小
学
校
の
校
庭
に
着
き
、
濡
れ
た
衣
服

や
身
体
を
焚
火
で
乾
か
し
、
米
須
、
伊
原
の
壕
生
活
に
入
っ
た
。

艦
砲
弾
、
榴
霞
弾
、
火
■
砲
な
ど
で
南
部
に
着
い
て
か
ら
戦
死

者
が
多
数
に
な
り
心
細
い
毎
日
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
三
日
午
前
、
米
須
小
学
校
前
方
の
壕
の
入
り
口
は
火

■
砲
で
や
ら
れ
、
大
き
な
石
が
中
央
部
に
流
れ
、
も
の
す
ご
い
勢

い
で
燃
え
つ
づ
け
、
片
方
の
壕
の
入
り
口
は
米
軍
が
銃
で
撃
っ
て

燃
え
つ
づ
け
て
い
る
最
中
に
、
石
川
由
紀
先
生
に
励
ま
さ
れ
同
級

生
一
九
人
は
「
水
が
欲
し
い
」
と
口
々
に
言
い
な
が
ら
井
戸
に
向

か
っ
て
ふ
ら
ふ
ら
と
歩
い
て
い
る
途
中
に
捕
虜
に
な
っ
た
。

同
年
兵
の
語
る
独
立
山
砲
第
五
一
大
隊　 

長
崎
県(

発
言
順)

　
竹
市
松
義 

山
口
満 

 

佐
々
木
政
男
　 

（
竹
市
）

私
は
大
正
十
一
年
十
一
月
十
九
日
生
れ
で
、
三
人
共
昭
和
十
七

年
徴
集
で
す
。
十
八
年
二
月
十
日
に
、
広
島
の
西
練
兵
場
に
集
合

し
て
、
軍
服
か
ら
帯
剣
、
雑
嚢
を
支
給
さ
れ
、
市
内
の
兼
金
旅
館

で
一
週
間
程
滞
在
し
ま
し
た
。

戦
地
へ
は
、
下
関
か
ら
釜
山
ま
で
船
で
、
朝
鮮
、
満
州
経
由
で

山
海
関
通
過
が
二
月
十
九
日
で
し
た
。

天
津
―
浦
口
と
貨
車
輸
送
で
す
が
、
ど
の
車
両
も
満
杯
で
す
。

私
は
飯
あ
げ
（
飯
、
菜
、
汁
等
食
事
の
分
配
を
受
け
に
炊
事
へ
行

く
こ
と
）
の
時
に
勘
定
し
た
の
で
す
が
、
機
関
車
三
両
、
車
両
七

〇
で
し
た
。
補
充
要
員
が
歩
、
砲
、
工
…
…
　
と
各
科
の
者
で
（
全



国
か
ら
来
て
い
ま
し
た
）
大
変
多
い
人
数
で
し
た
。

浦
口
か
ら
船
で
南
京
へ
渡
り
、
一
泊
し
て
か
ら
船
で
揚
子
江
を

■
江
、
夜
間
だ
け
の
航
行
だ
か
ら
漢
口
へ
着
く
の
に
一
週
間
ぐ
ら

い
か
か
り
ま
し
た
。
漢
口
か
ら
西
の
方
へ
約
五
〇
キ
ロ
漢
川
と
い

う
警
備
地
ま
で
徒
歩
行
軍
で
す
。
私
は
当
時
か
ら
健
脚
だ
っ
た
の

で
、
落
伍
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
達
の
現
役
仲
間
の
約
五
〇
％

ぐ
ら
い
で
、
初
め
か
ら
独
立
山
砲
第
五
十
一
大
隊
要
員
と
決
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
部
隊
の
通
称
号
は
呂
五
五
一
三
部
隊
で
第
十
一
軍

直
轄
で
し
た
。

（
山
口
）

、（佐
々
木
）

そ
こ
ま
で
は
竹
市
さ
ん
と
同
じ
で
し
た
。

（
山
口
）

漢
川
へ
着
い
て
各
中
隊
に
分
か
れ
た
の
で
す
が
、
三
人
共
第
二

中
隊
で
、
兵
舎
は
廟
で
し
た
。
そ
こ
で
初
年
兵
の
教
育
を
受
け
た

の
で
す
が
、
内
務
班
も
酷
し
い
も
の
で
、
十
五
年
徴
集
の
人
た
ち

の
時
に
は
、
逃
亡
者
や
自
殺
者
が
出
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
九
州

は
特
に
酷
し
い
で
す
か
ら
。

独
立
山
砲
第
五
十
一
大
隊
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
後
で
の
べ
ま

す
が
、
元
は
九
州
小
倉
の
野
戦
重
砲
で
す
か
ら
、
下
士
官
や
古
参

兵
は
九
州
出
身
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
六
年
、
十
七
年
徴
集

者
は
東
北
の
初
年
兵
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
九
州
の
古
参
兵
に
や

ら
れ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
三
年
目
に
私
た
ち
九
州
が
入
っ
た
。

今
度
は
東
北
（
仙
台
管
区
）
の
人
が
古
参
兵
と
い
う
わ
け
で
、
逆

に
反
動
を
と
ら
れ
た
（
笑
声
）

。

（
佐
々
木
）

初
め
は
九
州
の
我
々
と
、
宮
城
、
福
島
、
新
潟
の
人
と
は
仲
々

会
わ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
う
ち
気
持
ち
も
判
る
よ
う
に
な
っ

た
。（
竹
市
）

、（山
口
）

、（佐
々
木
）

我
々
の
部
隊
史
に
、
独
立
山
砲
第
五
十
一
大
隊
の
編
成
の
こ
と

が
書
い
て
あ
り
ま
す
の
で
大
要
を
読
ん
で
み
ま
す
。

「
我
が
部
隊
は
昭
和
二
十
年
十
月
、
小
倉
に
於
い
て
、
予
備
・

後
備
役
の
召
集
兵
で
、
野
戦
重
砲
兵
第
五
連
隊
出
身
者
と
野
戦
重

砲
兵
第
六
連
隊
出
身
者
の
一
部
を
混
え
て
編
成
さ
れ
た
野
戦
重
砲

兵
第
十
三
連
隊
で
し
た
。

編
成
完
結
後
、
直
ち
に
、
石
田
旅
団
、
橋
本
欣
五
郎
連
隊
長
に

率
い
ら
れ
て
出
帆
、
遼
東
半
島
の
大
連
に
上
陸
、
奉
天
を
経
て
北

支
に
入
り
、
北
京
を
通
過
の
後
、
保
定
か
ら
戦
闘
状
態
に
入
り
、



石
家
荘
攻
略
を
皮
切
り
に
、
中
支
に
進
撃
、
南
京
攻
略
戦
、
杭
州

湾
敵
前
上
陸
支
援
を
行
い
、
一
時
、
松
江
に
駐
留
、
再
び
、
十
三

年
九
月
か
ら
、
盧
山
攻
撃
な
ど
に
参
戦
、
十
四
年
三
月
か
ら
、
澄

田
旅
団
（
後
に
酒
井
旅
団
）
大
越
連
隊
長
統
率
の
下
、
修
水
河
渡

河
戦
、
南
昌
攻
略
戦
に
参
加
、
後
、
反
転
し
て
溯
江
、
武
昌
に
至

り
、
中
国
大
陸
山
岳
戦
向
き
に
編
成
替
え
と
な
り
、
同
年
十
月
十

八
日
、
第
十
一
軍
直
轄
砲
兵
隊
と
し
て
独
立
山
砲
兵
第
五
十
一
大

隊
（
呂
第
五
五
一
三
部
隊
）
を
編
成
完
結
。
武
昌
に
駐
留
後
、
第

五
十
八
師
団
（
広
部
隊
）
配
属
と
な
り
漢
川
に
移
駐
し
た
。

部
隊
員
は
、
九
州
各
県
と
東
北
三
県
出
身
者
を
中
心
に
、
現
役

及
び
補
充
兵
で
編
成
さ
れ
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
陸
軍
の
精
鋭
部

隊
で
あ
る
。

そ
の
間
の
戦
闘
は
、
北
支
の
石
家
荘
攻
略
か
ら
広
西
省
の
百
朋

街
（
柳
州
西
南
方
）
に
至
る
ま
で
、
そ
の
行
動
範
囲
は
、
実
に
大

陸
を
踏
破
す
る
こ
と
数
万
キ
ロ
に
及
び
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
期

間
は
、
本
隊
が
、
復
員
し
た
昭
和
二
十
一
年
ま
で
、
八
年
間
、
大

陸
の
各
地
を
転
戦
し
た
。

」
と
あ
り
ま
す
。

（
山
口
）

大
隊
の
編
成
は
大
隊
本
部
と
二
個
中
隊
で
す
。
一
個
中
隊
は
、

九
四
式
山
砲
二
門
と
、
指
揮
小
隊
、
段
列
で
す
。
乙
編
成
で
す
か

ら
、
一
個
大
隊
で
山
方
四
門
で
す
。

（
佐
々
木
）

砲
は
駄
載
で
六
頭
に
分
解
し
ま
す
。
前
脚
、
車
輪
、
砲
身
、
揺

架
、
砲
架
、
後
脚
と
い
う
こ
と
で
、
三
人
で
力
を
合
わ
せ
て
載
せ

る
の
で
す
。

（
竹
市
）

三
分
以
内
に
射
撃
開
始
出
来
る
よ
う
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
る
の

で
す
。
（
佐
々
木
）

段
列
、
爆
薬
馬
は
直
ぐ
射
撃
出
来
る
よ
う
後
を
つ
い
て
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
竹
市
）

弾
薬
は
一
頭
の
馬
に
片
方
に
六
発
、
西
側
で
十
二
発
だ
が
、
弾

に
い
ろ
い
ろ
の
種
類
が
あ
る
し
、
十
二
発
で
は
重
過
ぎ
る
の
で
。

（
山
口
）

、（佐
々
木
）

実
際
に
は
も
っ
と
少
な
く
積
ん
だ
。
馭
兵
は
大
変
で
す
よ
。
戦

闘
が
始
ま
る
。「
山
砲
前
へ
」
で
、
馬
の
行
け
な
い
所
は
兵
隊
が

担
い
で
い
く
。



（
山
口
）

馬
は
兵
器
、
兵
隊
は
一
銭
五
厘（
当
時
の
葉
書
代
金
で
す
が
―

実
際
は
召
集
礼
状
は
葉
書
で
は
な
い
）
で
集
め
ら
れ
る
が
、
馬
は

大
切
と
言
わ
れ
る
。

（
佐
々
木
）

馬
の
蹄
に
は
、
蹄
鉄
を
打
つ
、
普
通
の
馬
は
釘
が
六
本
で
す
が
、

山
砲
の
馬
は
大
き
い
か
ら
、
八
本
か
ら
十
本
打
つ
。
馭
兵
は
一
頭

に
一
人
で
す
が
戦
闘
に
入
る
と
、
馬
が
入
る
所
■
入
る
。
山
に
入

る
と
砲
を
担
ぐ
。

（
竹
市
）

砲
を
担
ぐ
の
は
砲
手
、
砲
手
は
六
番
ま
で
い
て
。

（
山
口
）

駄
馬
六
頭
、
馭
者
六
人
、
砲
手
六
人
、
他
に
予
備
、
十
二
、
三

人
い
な
い
と
出
来
な
い
。
弾
薬
は
ま
た
別
。

（
佐
々
木
）

蹄
鉄
工
務
兵
も
い
る
。

（
山
口
）

漢
川
で
は
警
備
も
す
る
。
小
銃
は
砲
手
の
み
持
つ
。

（
佐
々
木
）

馬
が
な
い
と
砲
は
運
べ
な
い
。
だ
か
ら
、
小
休
止
な
ど
の
時
は

大
変
、
馬
の
手
入
れ
、
水
汲
み
が
大
変
。
や
っ
と
終
わ
る
と
「
出

発
」
休
む
暇
な
ど
無
い
。
雨
が
降
れ
ば
路
は
泥
濘
、
山
道
で
崖
か

ら
落
ち
た
ら
馬
は
骨
折
、
そ
の
補
充
が
つ
か
な
い
。
特
に
作
戦
中

だ
っ
た
ら
な
お
大
変
だ
。

（
山
口
）

一
般
教
育
は
三
か
月
間
で
、
特
業
教
育
が
三
か
月
間
で
す
。

そ
れ
で
一
応
教
育
は
終
了
で
す
。

（
佐
々
木
）

私
の
特
業
は
馬
で
し
た
。

（
竹
市
）

私
は
一
般
教
育
三
か
月
の
あ
と
、
衛
生
兵
と
な
る
た
め
、
衛
生

教
育
を
武
漢
大
学
で
半
年
間
し
た
の
で
す
が
、
大
へ
ん
酷
し
か
っ

た
。
連
隊
復
帰
し
た
ら
常
徳
作
戦
で
、
正
月
は
原
隊
で
し
ま
し
た
。

（
山
口
）

江
南
作
戦
に
は
本
隊
は
行
っ
た
が
、
我
々
は
教
育
中
で
し
た
。

十
八
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
間
で
す
が
、
主
力
が
江
南
作
戦
に

で
て
い
る
時
、
初
年
兵
主
力
で
南
部
大
洪
山
附
近
の
作
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。
山
砲
は
一
門
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
四
十
人
ぐ
ら
い



で
し
た
か
な
。
他
の
部
隊
、
兵
科
も
初
年
兵
が
主
力
で
す
。
教
育

を
し
な
が
ら
戦
闘
し
た
わ
け
で
、
そ
の
時
は
じ
め
て
実
弾
を
射
ち

ま
し
た
。
初
年
兵
の
他
は
助
教
や
助
手
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す

か
、
帰
っ
て
か
ら
第
二
期
の
検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

（
佐
々
木
）

敵
が
多
く
て
、
帰
る
に
帰
れ
な
い
。
本
隊
が
応
援
に
来
て
く
れ

て
敵
が
引
い
た
。
淅
江
作
戦
は
私
た
ち
よ
り
古
参
兵
が
参
加
し
て

い
ま
す
の
で
、
大
洪
山
脈
の
時
が
初
陣
で
し
ょ
う
。

（
竹
市
）

私
の
初
陣
は
、
常
徳
作
戦
で
し
た
。
常
徳
、
安
郷
、
淅
江
、
洞

庭
湖
を
通
過
し
た
が
、
湖
は
随
分
広
く
て
、
流
石
に
大
陸
で
あ
る

こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
桃
源
に
着
く
と
、
広
大
な
蜜
柑
園
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
の
戦
闘
は
初
め
て
の
経
験
で
、
友
軍
の
砲
撃
戦
は
頼

も
し
い
し
、
勇
ま
し
か
っ
た
。
戦
闘
は
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
つ
く
づ
く
身
に
沁
み
た
。

（
山
口
）

常
徳
作
戦
中
の
十
八
年
十
一
月
二
十
日
負
傷
し
た
が
、
私
は
観

測
に
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
進
み
過
ぎ
て
包
囲
さ
れ
て
、
臀
部
軟

部
貫
通
銃
創
を
受
け
ま
し
た
。
山
砲
が
一
番
前
ま
で
進
ん
だ
の
は

始
め
て
で
す
。
第
三
師
団
の
前
衛
に
第
一
中
隊
が
配
属
に
な
り
、

夜
陰
に
乗
じ
て
各
個
躍
進
し
ま
し
た
。
駄
馬
は
積
ん
だ
ま
ま
、
闇

夜
に
ま
ぎ
れ
て
、
麦
畑
の
中
を
前
の
馬
に
つ
い
て
、
陣
地
進
入
を

し
た
。
本
隊
が
来
る
前
に
陣
地
進
入
を
と
、
観
測
班
長
が
前
日
負

傷
し
て
い
る
の
で
、
私
は
班
長
の
乗
馬
を
持
っ
て
い
た
。
真
暗
闇

の
た
め
目
印
に
馬
の
尻
尾
に
白
布
を
下
げ
て
い
た
。
二
時
間
近
く

行
軍
し
た
こ
ろ
、
敵
は
、
小
高
い
丘
か
ら
機
関
銃
や
小
銃
弾
を
雨

霰
の
如
く
乱
射
し
て
く
る
。

私
は
班
長
の
乗
馬
「
勝
久
」
を
引
い
て
、
前
の
兵
隊
を
見
失
う

ま
い
と
必
死
に
な
っ
て
走
る
。
初
年
兵
の
時
の
第
二
次
南
部
大
洪

山
作
戦
に
次
ぐ
作
戦
な
の
で
ど
う
に
か
馴
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ど
の
く
ら
い
時
間
が
経
っ
た
か
、
夢
う
つ
つ
の
中

に
乗
馬
の
「
勝
久
」
が
死
に
も
の
狂
い
で
引
き
張
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
そ
の
時
、
私
は
右
手
を
負
傷
し
、
臀
部
も
や
ら
れ
た
の
で

す
が
、
気
が
付
か
な
か
っ
た
。
小
指
を
や
ら
れ
、
馬
の
手
綱
を
握
っ

て
い
て
、
馬
に
引
張
ら
れ
て
、
奇
蹟
的
に
気
が
付
い
た
。

負
傷
は
夜
中
の
三
時
頃
か
、
真
暗
だ
っ
た
。
普
通
な
ら
手
綱
を

は
な
せ
ば
、
倒
れ
て
い
て
出
血
多
量
で
死
ん
で
い
た
ろ
う
。
或
い

は
発
見
さ
れ
な
い
で
取
り
残
さ
れ
死
ん
で
い
た
ろ
う
。
よ
も
や
弾



に
や
ら
れ
て
気
絶
し
て
い
た
と
は
思
っ
て
も
い
な
い
。
夢
で
は
な

い
か
と
、
つ
ね
っ
て
み
た
ら
痛
い
。
何
処
を
や
ら
れ
た
か
判
ら
な

か
っ
た
が
、
立
と
う
と
し
て
も
立
て
な
か
っ
た
。
服
が
血
で
ベ
ト

ベ
ト
と
濡
れ
て
い
る
。
尻
に
手
を
当
て
た
ら
流
石
に
痛
い
。
両
足

が
麻
痺
し
て
全
然
動
か
な
い
。
こ
の
時
初
め
て
負
傷
し
た
と
直
観

し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
馬
が
近
く
を
通
っ
た
の
で
、「
オ
ー
ィ
や
ら

れ
た
」
と
い
う
と
「
お
前
誰
だ
」
と
言
う
の
で「
指
揮
班
の
山
口
」

と
返
事
を
し
た
ら
、「
し
っ
か
り
し
て
お
れ
よ
、
助
け
に
来
る
か

ら
」
と
強
く
声
を
か
け
ら
れ
、
後
で
中
隊
か
ら
救
助
に
来
て
く
れ

て
、
翌
日
夕
方
、
衛
生
隊
に
転
送
さ
れ
、
二
～
三
日
し
て
収
容
さ

れ
ま
し
た
。

私
は
急
所
で
な
か
っ
た
の
で
助
か
っ
た
が
、
腹
だ
っ
た
ら
助
か

ら
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
、
歩
兵
も
相
当
や
ら
れ
た
。
山

砲
の
方
も
残
っ
た
者
は
殆
ど
や
ら
れ
た
。
私
は
、
そ
の
点
で
も
お

陰
で
助
か
っ
た
わ
け
で
す
。

病
院
で
は
夜
間
以
外
は
行
動
出
来
な
い
。
空
襲
で
は
随
分
苦
労

し
た
の
で
す
。
私
が
治
療
を
受
け
た
の
は
負
傷
し
た
時
だ
け
で
し

た
。
病
院
で
も
、
毎
日
四
、
五
〇
人
ぐ
ら
い
は
死
ん
だ
の
で
は
な

い
で
す
か
。
だ
が
私
は
奇
蹟
的
に
救
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

（
竹
市
）

広
西
省
に
入
る
と
、
激
戦
が
続
い
た
。
迫
撃
砲
が
物
凄
く
撃
っ

て
く
る
が
、
く
ぼ
地
か
ら
撃
つ
の
で
索
敵
に
困
っ
て
い
た
。
桂
林

を
包
囲
し
た
友
軍
の
砲
は
八
〇
門
だ
と
隊
長
か
ら
聞
か
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
米
軍
の
空
襲
が
す
さ
ま
し
い
。
七
昼
夜
に

わ
た
っ
て
攻
撃
し
た
が
八
日
目
に
陥
落
し
た
。

私
の
見
た
捕
虜
が
二
〇
〇
〇
人
ぐ
ら
い
居
た
ら
し
い
が
、
そ
こ

を
米
軍
機
が
誤
っ
て
か
爆
撃
し
て
殆
ど
や
ら
れ
た
ら
し
い
で
す
。

（
山
口
）

桂
林
攻
撃
も
山
砲
が
敵
迫
撃
砲
を
破
壊
も
し
た
し
、
こ
ち
ら
も

犠
牲
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
敵
の
方
も
随
分
ひ
ど
か
っ
た
よ
う
で
し

た
。（
竹
市
）

桂
林
周
辺
は
地
雷
原
だ
っ
た
。
道
は
地
雷
だ
池
だ
で
歩
く
こ
と

が
出
来
な
い
。

（
佐
々
木
）

探
知
機
で
探
し
て
石
灰
を
撒
く
、
紙
だ
と
飛
ん
で
し
ま
っ
て
。

（
山
口
）



工
作
隊
や
作
業
隊
、
そ
れ
か
ら
憲
兵
隊
は
密
偵
を
連
れ
て
、
自

分
は
褌
を
し
て
い
な
い
。
誰
も
居
な
い
所
で
死
ん
で
も
、
日
本
人

だ
と
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
。

（
竹
市
）

桂
林
が
一
番
地
雷
が
多
か
っ
た
。
馬
で
も
粉
砕
さ
れ
て
し
ま
い
、

探
し
て
も
小
さ
な
肉
片
し
か
判
ら
な
い
。
桂
林
に
は
ド
イ
ツ
の
地

雷
や
、
山
砲
も
持
っ
て
来
て
い
た
。
城
周
囲
に
地
雷
を
沢
山
埋
設

し
て
い
た
。

（
山
口
）

中
国
で
は
公
路
に
は
、
戦
車
壕
が
掘
っ
て
あ
る
の
で
脇
の
細
い

道
を
■
廻
す
る
。
そ
こ
に
地
雷
が
仕
掛
け
て
あ
る
。
夜
間
行
動
ば

か
り
だ
か
ら
地
雷
の
被
害
は
増
え
る
。
桂
林
飛
行
場
の
格
納
庫
は

横
穴
式
の
洞
穴
だ
っ
た
。

（
竹
市
）

桂
林
の
こ
と
だ
が
、
桂
林
を
間
近
に
し
て
、
敵
迫
撃
砲
弾
が
も

の
す
ご
く
、
我
々
山
砲
は
、
山
頂
に
陣
地
を
敷
い
て
、
砲
撃
戦
で

応
戦
し
た
が
弾
薬
が
不
足
し
て
き
た
。
わ
た
し
は
衛
生
兵
で
あ
る

が
、
弾
薬
の
運
搬
を
応
援
し
た
。
弾
薬
集
積
所
の
谷
間
ま
で
下
り

着
い
て
、
弾
を
自
力
搬
送
で
担
い
で
、
よ
う
や
く
、
や
っ
と
の
思

い
で
砲
車
位
置
ま
で
運
び
終
わ
っ
た
。
そ
の
時
、
迫
撃
砲
弾
が
落

ち
た
が
不
発
弾
で
、
私
は
生
命
が
助
か
っ
た
、
本
当
に
運
が
良
か
っ

た
。
中
隊
長
以
下
全
員
命
拾
い
を
し
て
、
早
速
砲
撃
を
開
始
し
て
、

敵
迫
撃
砲
二
門
と
も
殆
ど
同
時
に
命
中
さ
せ
た
。

（
山
口
）

初
年
兵
教
育
期
間
中
の
精
神
教
育
が
、
当
時
は
、
何
の
た
め
に

軍
隊
へ
来
た
の
か
と
、
涙
の
明
け
暮
れ
で
あ
っ
た
事
も
し
ば
し
ば

あ
っ
た
が
、
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
精
神
力
に
よ
っ
て
九
死
に

一
生
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
確
か
で
し
た
。

終
戦
を
迎
え
武
装
解
除
さ
れ
た
無
念
は
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
、
幾
多
の
作
戦
で
苦
労
を
共
に
し
た
軍
馬
を
、

中
国
軍
に
引
渡
す
た
め
最
後
の
見
送
り
を
し
た
あ
の
情
景
は
、
今

も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
軍
馬
「
勝
久
」
も
何
処
か
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
霊
よ
安
ら
か
に
。

（
竹
市
）

山
砲
隊
は
、
そ
の
行
軍
力
の
強
い
こ
と
で
は
、
常
に
歩
兵
を
し

の
い
で
い
た
が
、
湘
桂
作
戦
の
間
、
一
年
八
か
月
間
、
後
方
よ
り

の
食
糧
の
補
給
は
無
く
、
食
糧
確
保
の
行
動
の
た
め
多
数
の
戦
死

者
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。



（
佐
々
木
）

今
、
山
口
さ
ん
も
言
わ
れ
た
が
、
私
は
馬
と
共
に
行
動
し
た
。

馬
の
こ
と
や
、
戦
死
し
た
戦
友
は
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
生
き

て
帰
っ
た
こ
と
は
奇
蹟
と
い
う
か
、
幸
運
と
い
う
か
。




